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場面 発言数 発話数 平均 場面 発言数 発話数 平均
上巻１ 0 0 - 下巻１ 7 13 1.9
上巻２ 3 4 1.3 下巻２ 2 7 3.5
上巻３ 2 4 2 下巻３ 2 7 3.5
上巻４ 1 2 1 下巻４ 2 7 3.5
上巻５ 2 5 2.5 下巻５ 9 20 2.2
上巻６ 5 10 2 下巻６ 5 7 2
上巻７ 6 7 1.2 下巻７ 3 7 2
上巻８ 4 8 2 下巻８ 4 15 3.75
上巻９ 12 21 1.75 下巻９ 2 4 2
上巻 10 4 7 1.75 下巻 10 3 6 2
上巻 11 4 18 4.5 下巻 11 2 9 4.5
上巻 12 5 13 2.6 下巻 12 1 4 4
下巻 13 10 19 2.7
上巻合計 48 99 2.1 下巻合計 52 125 2.5
　特に発話数の多い場面は，上巻 9，11，下巻 5，8，13である。これらの平均発話数に注目し










185第 10 号　2015（平成 27）年度
談話資料の視点から見た画中詞-『福富草紙絵巻』を対象に談話分析の研究方法を試みる-
表２『福富草紙絵巻』１発言の発話数の状況




















































上巻 下巻 合計 上巻 下巻 合計 全体平均
秀武 13 4 17 40 14 54 3.2
秀武妻 4 1 5 9 1 10 2
福富 0 7 7 0 19 19 3.2
福富妻 0 10 10 0 38 38 3.8
中将 3 1 4 5 5 10 2.5
老尼 1 1 2 3 2 5 2.5
陰陽師 2 0 2 5 0 5 2.5













































































































































































発話機能 単独 組合せ 合計
1 7 12 19
2 3 3
3 43 15 58
4 79 12 91
5 4 1 5
6 12 7 19
7 2 2





































193第 10 号　2015（平成 27）年度
談話資料の視点から見た画中詞-『福富草紙絵巻』を対象に談話分析の研究方法を試みる-
表 5『福富長者物語』の各場面の発言数と発話数
発言 発話 平均 場面説明
場面 1 0 0 0 福富の家，富貴繁盛する
場面 2 1 13 13 隣の乏少夫婦の家
場面 3 9 25 2.5 乏少，福富に弟子入りを頼む
場面 4 2 3 1.5 乏少，中将の邸に赴く
場面 5 0（2） 0（3） 0（1.5） 乏少，失態を演じ追い出される
場面 6 0（2） 0（2） 0（1） 乏少，悄然と家路につく
場面 7 4（１） 8（4） 2（4.0） 媼，古衣を焼く
場面 8 2 3 1.5 乏少裸で帰る
場面 9 2 2 1 媼，乏少の腰を踏む
場面 10 2 2 1 姥，福富を呪う
場面 11 1 1 1 媼，乏少の腰を踏む
場面 12 2 2 1 媼，医師に薬をもらう
場面 13 7 9 1.3 媼，大路で福富にかみつく














































































発言 発話 発言 発話


















32 68 5 11
表 7『福富長者物語』の発話機能
発話機能 単独 組合せ 合計
1 7 7
2 4 4
3 7 10 17
4 22 13 35
5
6 2 2 4
7
8 14 6 20
9
10
11 1 1 2
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